
3
月
4
日
、
仙
台
市
内
に

お
い
て
国
労
東
北
総
決
起
集

会
が
開
催
さ
れ
３
８
０
人
の

国
労
東
北
の
仲
間
が
結
集
し

た
。
 
仙
台
市
・
ホ
テ
ル
法
華
ク

ラ
ブ
で
の
集
会
は
二
部
構
成

で
行
わ
れ
、
第
一
部
と
し
て
、

財
団
法
人
国
鉄
労
働
会
館
主

催
の
東
北
労
働
講
座
が
行
わ

れ
た
（
左
記
）
。

第
二
部
は
、
国
労
東
北
総

決
起
集
会
が
行
わ
れ
、
主
催

者
を
代
表
し
、
東
日
本
本
部

佐
藤
正
幸
書
記
長
と
東
北
協

議
会
佐
々
木
力
議
長
が
そ
れ

ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
春

闘
情
勢
と
JR
会
社
の
動
向
、

国
労
の
取
組
み
、
16
春
闘
勝

利
と
諸
課
題
の
前
進
、
そ
し

て
闘
い
を
通
じ
て
新
し
い
仲

間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る
決

意
を
固
め
合
お
う
と
訴
え
た
。

  
ま
た
来
賓
と
し
て
、
政
党

や
友
誼
団
体
か
ら
あ
い
さ
つ

を
受
け
、
東
北
三
地
本
（
盛

岡
小
林
・
秋
田
高
橋
・
仙
台

歌
川
各
副
委
員
長
）
と
東
北

貨
物
協
議
会
高
橋
議
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
決
意
表
明

を
受
け
た
。

集
会
後
に
参
加
者
は
4
隊

列
に
分
か
れ
仙
台
市
内
を
デ

モ
行
進
。

賃
上
げ
を
始
め
と
し
た
労

働
条
件
の
改
善
や
安
全
問
題

な
ど
の
国
労
要
求
を
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
で
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
気
勢
を
上
げ
た
。
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講
座
で
は
海
渡
雄
一
弁
護

士
（
国
労
弁
護
団
）
が
講
演

を
行
っ
た
。
海
渡
氏
は
、
戦

争
法
と
秘
密
保
護
法
廃
止
・

労
働
法
制
改
悪
阻
止
の
闘
い

を
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
闘

う
必
要
性
が
あ
る
と
し
て
、

戦
争
に
突
き
進
ん
だ
過
去
の

歴
史
と
労
働
法
制
の
規
制
緩

和
、
さ
ら
に
は
脱
原
発
の
闘

い
と
そ
の
実
態
を
交
え
て
具

体
的
に
説
明
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
６
年
政

治
決
戦
と
労
働
組
合
の
役
割

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
述

べ
、
そ
の
役
割
は
安
倍
政
権

の
本
質
を
す
べ
て
の
市
民
に

知
ら
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
秘
密
保
護
法
や
戦
争
法
を

廃
止
す
る
た
め
に
は
広
範
な

野
党
共
闘
が
必
要
と
述
べ
た
。

特
に
今
わ
た
し
た
ち
は
、

古
く
か
ら
の
自
民
党
支
持
者

に
も
、
「
安
倍
政
権
は
あ
な

た
た
ち
が
長
く
支
持
し
て
き

た
自
民
党
政
権
と
は
似
て
非

な
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

事
実
を
は
っ
き
り
と
伝
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

デモ行進で気勢を上げる参加者

 
国
労
東
北
総
決
起
集
会

の
前
段
に
は
、
仙
台
支
社

前
と
仙
台
駅
東
口
に
お
い

て
早
朝
チ
ラ
シ
配
布
行
動

が
取
り
組
ま
れ
た
。

チ
ラ
シ
に
は
、
「
安
全

運
行
に
逆
行
す
る
業
務
委

託
化
反
対
」
「
格
差
社
会

を
な
く
そ
う
」
「
外
注
化

と
Ｊ
Ｒ
貨
物
問
題
」
「
反

原
発
」
「
改
憲
・
戦
争
反

対
」
な
ど
、
多
く
の
課
題

と
要
求
が
書
き
込
ま
れ
て

お
り
、
広
く
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
を
行
っ
た
。

組合員で埋め尽くされた会場

仙台市内になびく赤旗

仙台支社前での行動

講演する海渡弁護士

東北三地本団結して頑張ろう

仙台駅東口


